
「みんなのしあわせ懇談会」を
開催しました

　今年度もコミュニティ協議会と菊川市社会福祉協議会との共催にて「みんなのしあわせ懇談会」を
開催しました。懇談会では参加されたみなさま方から様々なご意見をいただきました。また、地区に
よっては福祉を勉強している大学生を交えてグループ懇談を行い、若い方の意見を聞き、地域福祉に
ついて話を深めました。

大学生が参加した平川地区の様子
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平成28年度みんなのしあわせ懇談会を開催しました
�　

各
地
区
の
開
催
状
況
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
、
午
後
７
時
か
ら
午
後
９
時
の
２
時
間
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
合
計
で
501
人
と
な
り
、
人
口
の
１
％

以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア　

開　

会
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社
会
福
祉
協
議
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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議
会
長
）

イ　

説　

明
（
菊
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

ウ　

懇　

談
（
進
行
：
平
田　

厚
氏
）

（
ア
）
グ
ル
ー
プ
懇
談

　
　

『
住
み
や
す
い
で
す
か　

あ
な
た
の
地
区
は

～
こ
れ
か
ら
の
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
て
～
』

（
イ
）
発　

表

エ　

閉　

会
（
地
区
自
治
会
長
）

○　
開
催
日
時
と
参
加
人
数

○　
懇
談
会
の
内
容

地　
　
区

開 

催 

月 

日

人 

数

①

町
部

８
月
17
日
（
水
）

31

②

横
地

８
月
19
日
（
金
）

42

③

小
笠
東

８
月
24
日
（
水
）

48

⑤

加
茂

８
月
25
日
（
木
）

48

⑦

六
郷

８
月
26
日
（
金
）

60

⑥

西
方

８
月
29
日
（
月
）

44

④

河
城

８
月
30
日
（
火
）

56

⑧

内
田

９
月
１
日
（
木
）

65

⑨

小
笠
南

９
月
５
日
（
月
）

39

⑩

嶺
田

９
月
26
日
（
月
）

44

⑪

平
川

10
月
14
日
（
金
）

24

　今年度も市内全11地区にて、
　①　地域の課題を探り出して今後の事業展開に反映させること
　②　住民のみなさまとの懇談をしたり、資料を通じて地域の課題や福祉の活動の必要性に
　　ついて理解すること
を目的に懇談会を開催しました。
　各地区の自治会関係者やコミュニティ協議会関係者、民生委員・児童委員のみなさまなど多
くの方に参加していただきました。
　開催にあたりご協力をいただきました自治会関係者、コミュニティ協議会関係者のみなさま
ありがとうございました。
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○　
懇
談
会
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
共
通
項
目

�
※　

主
に
出
さ
れ
た
意
見
を
一
部
抜
粋
し
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

Ａ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
課
題

・
「
新
旧
混
在
地
域
」
の
住
民
相
互
に
「
地
域
理
解
」

の
啓
発
周
知
方
法
が
課
題

・
い
か
に
地
域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
か　

他

Ｂ　
市
民
の
移
動
手
段
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）

・
市
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
活
用
（
自
由
に

乗
り
降
り
で
き
る
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
）

・
高
齢
者
の
移
動
と
し
て
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の

不
便
さ
を
感
じ
る
（
乗
り
継
ぎ
、
時
間
を
要
す
）　

他

Ｃ　
地
域
環
境
問
題

・
地
域
の
環
境
整
備
作
業
で
ゴ
ミ
問
題
が
浮
上
し
て
い
る

・
自
然
に
恵
ま
れ
つ
つ
も
、
後
継
者
問
題
か
ら
茶
畑
が

荒
れ
て
い
る　

空
家
対
策　

他

Ｄ　
防
災
意
識
の
向
上

・
防
災
訓
練
の
あ
り
方
（
日
頃
の
互
助
・
共
助
の
深
ま

り
を
、
い
か
に
災
害
時
に
活
か
す
か
を
考
え
る
）

・
マ
ン
ネ
リ
化
し
つ
つ
あ
る
防
災
訓
練
の
真
の
必
要
性

を
考
え
る　

他

Ｅ　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
課
題（
社
会
資
源
の
有
効
活
用
）

・
地
域
の
開
発
は
、住
民
主
体
の
原
則
を
重
視
し
て
い
く

・
空
地
・
空
家
問
題　

他

Ｆ　
要
援
護
者
対
策

・
高
齢
者
等
買
い
物
弱
者
支
援

・
超
高
齢
社
会
の
今
、
生
活
に
不
安
を
も
つ
住
民
の
た
め

の
生
活
支
援
の
検
討　

他

Ｇ　
関
係
領
域
と
の
協
働
・
連
携

・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
企
業
等
と
の
連
携

・
地
域
活
動
を
関
係
団
体
だ
け
で
問
題
解
決
す
る
こ
と

な
く
広
が
り
を
持
た
せ
る
工
夫　

他

Ｈ　
福
祉
の
意
識
啓
発

・
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
す
る

・
ま
ず
は
、
「
自
助
」
の
基
盤
を
確
立
し
て
い
く
、
そ

の
上
で
「
共
助
」
の
支
え
合
い　

他

Ｉ　
地
域
実
践
活
動
の
継
続
化

・
中
学
生
の
あ
い
さ
つ
運
動
の
継
続
の
期
待

・
郷
援
隊
を
結
成
し
、
地
域
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
後
継
者
育
成
が
課
題　

他

Ｊ　
民
生
委
員
活
動

・
民
生
委
員
活
動
を
理
解
す
る　

他

Ｋ　
福
祉
関
連
団
体
の
活
性
化

・
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
継
続
的
活
動　

他

Ｌ　
世
代
を
超
え
た
交
流
（
若
者
の
地
域
参
加
） 

・
地
域
行
事
（
お
祭
り
）
等
、
世
代
間
交
流
の
機
会
を

維
持
す
る

・
若
者
に
地
域
参
加
の
機
会
を
創
る
努
力　

他

Ｍ　
多
文
化
共
生

・
外
国
人
を
排
他
的
に
し
な
い
。
受
け
入
れ
る
努
力
こ

そ
必
要　

他

Ｎ　
地
域
ぐ
る
み
の
居
場
所
づ
く
り

・
サ
ロ
ン
活
動
を
地
域
ぐ
る
み
に
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み

・
自
治
会
ぐ
る
み
で
世
代
間
交
流
で
き
る
場
を
も
つ　

他

Ｏ　
ご
近
所
福
祉

・
お
互
い
に
支
援
し
合
え
る
環
境
を
作
る
に
は
、
日
頃

の
関
係
作
り
が
大
切　

他

今
後
、
み
な
さ
ま
か
ら
頂
い
た
意
見
を
も
と
に
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
本

会
と
し
て
、
ま
た
各
地
区
の
み
な
さ
ま
と
一
緒
に

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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多くの出会いに…
Ｑ．現在の活動について教えてください。
　月１回、第４土曜日の午前中、福祉マップづくり委員会
に参加し、代表を務めています。平成５年に会が発足し
てマップが発行された平成７年から入り、もう長くやって
います。初めて、わたぼうし静岡コンサートに「まちにい
きたい」という詩を応募し８作品の中に入選しました。そ
の後、曲も公募で付けていただきコンサートで歌われまし
た。そのコンサートをたまたま見に来ていた福祉マップづ
くり委員会の方が、同じ菊川ということがきっかけで、福
祉マップづくり委員会に誘っていただいたのが始まりです。
わたぼうし静岡コンサートは７回入選し、２回大賞をいた
だきました。（「小さな手」、「ドアの向こうに」の２曲）
　また、県車いす友の会掛川市支部の活動で事務局をやっています。月１回掛川市「たまりーな」に
集まっています。掛川送迎ボランティアさんにお願いして送迎してもらっています。それまでは家と
草笛の会の生活でしたが、わたぼうしコンサートがきっかけで色々な活動が増え世界が広がりました。
　仕事は草笛の会で年賀状などの作成の仕事をやっています。今とても忙しいです。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　私たちは一人ではあまり外へ出られません。みんなが集まり、協力してくれるボランティアさん
もいて、一人一人みんなで計画を出し合い、計画どおりに行った時が何よりも嬉しいです。２年に
一回行く、友の会の一泊研修旅行はとても楽しみです。今年は知多半島に行きます。今の悩みは、
最近ボランティアさんが増えないことです。大勢いれば、一人の方に負担を掛けなくて済むので。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　パソコンをやっていることが多いです。パソコンが使われるようになり世の中とても便利になり
ました。パソコンのおかげで出来る仕事も増えました。前はボランティアセンターの予約をするに
も他の人に頼んで電話を掛けてもらったり、代わりに出向いてもらっていましたが、今はメールで
頼めます。パソコンの普及が私たちを助けてくれています。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあったら
教えてください。

　ボランティアをやってくれる人を増やしていきたい
と思います。運転ボランティアさんや外出ボランティ
アさんが増えてくれると嬉しいです。
　福祉マップづくり委員会の会員も増やしたいです。
このままだと活動が困難になってしまいます。

鈴木貴裕さん（自治会名：堀田）

パソコンを使って仕事中

※ボランティアをやりたい方や興味のある方がいらっしゃっ
たら、お気軽にボランティアセンター（☎35-6385）にお問
合せください。お待ちしています。
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笑顔、輝いてます　－第64回－

※みなさんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



和田緑を守る会
○目的
　和田緑を守る会は、未来ある子供たちに、より良い地域環境を残し、地域の緑化活動や自然への
触れ合いを推進するため、平成４年４月に設立されました。

○紹介
①地域の緑化活動
　和田公会堂周辺に花壇をつくり、年間を通じて季節ごとにいろいろな花を植えて、花いっぱいの
公会堂にしています。
　地域の多くの人達が利用する公会堂周辺に色とりどりの綺麗な花が咲いているのを見て、皆さん
方から「心が和みます」と好評を得ています。
　また、子供たちが野球やその他のスポーツを行う和田公園周辺には、たくさんの大きな桜の木が
植樹されていますが、毎年美しい花を咲かせるため、８月・10月には消毒や周辺の草刈り等を行
い環境整備に努めています。
②アユとウナギのつかみ捕り
　大人が子供の頃、近所の川で魚を捕ったりして遊んだ楽しい思い出を子供たちにも体験してもら
うため、毎年夏休み期間中の８月にアユとウナギのつかみ捕りを行っています。
　今年も大勢の子供たちが参加して、水路に放したアユとウナギをびしょぬれで捕まえました。ぬ
るぬる滑るウナギや逃げ回るアユを懸命に捕まえる笑顔の子供たちは、私たち大人に子供の頃を思
い出させてくれました。
　また、捕まえたアユは塩焼きにし、ウナギは捌いてかば焼きにして食べてもらいました。これか
らも、和田地域の将来を背負ってもらう大切な子供たちのために、大人と子供の触れ合いの場を
作っていきたいと思っています。

和田緑を守る会　代表　飯塚　利彦

和田公会堂 アユとウナギのつかみ捕り

5

施設や団体の紹介コーナー



「特別養護老人ホーム　松秀園」
�活動内容 　　話し相手、食事介助、窓拭きなど
�活動日時 　　事前連絡の上で調整します
�募集対象 　　一般、学生（小学５年生以上）

「軽費老人ホーム　和松園」
�活動内容 　　①お楽しみ教室のお手伝い

②話し相手、クラブ活動のお手伝い、掃除
�活動日時 　　①毎週木曜日　14:00～15:00

②随時　9:00～12:00　13:30～15:30
�募集対象 　　一般、学生（小学４年生以上）

「和松会デイサービスセンター」
�活動内容 　　レクリエーション活動の支援、話し相手など
�活動日時 　　月曜日～土曜日　10:00～12:00　13:30～15:30
�募集対象 　　一般、学生（小学４年生以上）

菊川市社会福祉協議会「賛助・団体会員」へのご加入ありがとうございました
　法人会員　　㈲石川造園設計
　施設会員　　就労継続支援B型事業所�きくがわ作業所　就労継続支援B型事業所�工房オアシス　（順不同・敬称略）

園児たちと交流しました「日吉町・宮前・緑ヶ丘サロン」
　10月27日（木）、「日吉町・宮前・緑ヶ丘サロン」に集まった
高齢者17人と西方保育園児年長クラス24人が、交流をして楽し
く過ごしました。
　園児たちが、元気いっぱいに「西方保育園の歌」と「手のひら
を太陽に」の歌声を披露すると、参加者から「上手だったよ。あ
りがとう。」という声が上がりました。その後は、手遊びと玉入
れで盛り上がり、会場は笑顔の花が咲き、笑い声で包まれました。
　「また来てくださいね。」とサロンスタッフの皆さんが先生にお
声掛けされていました。これからも交流が続くと嬉しいですね。

ご寄付ありがとうございました（１０月～１１月）
　心温まる浄財は、社会福祉事業に有効活用させていただきます。
　浄 財 寄 付　　菊川市仏教会　様　　日蓮宗静岡県西部宗務所　様　　初心　様
　車いす寄贈　　マックスバリュ東海株式会社　様

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社　

様

日
蓮
宗
静
岡
県
西
部
宗
務
所　

様

高齢者いきいき創造広場を開催しました
　11月15日（火）菊川市文化会館アエル、大ホールにおいて、
「高齢者いきいき創造広場」が開催されました。
　この開催は、県内各地シニアクラブの芸能、文化活動等の成
果発表及びリフォームファッションショーを通じ、広く県民と
のふれあい、高齢者の生きがいづくり、社会参加を促進するこ
とを目的に、静岡県とシニアクラブ静岡県が主催し毎年開催さ
れています。
　今年度は、菊川市老人クラブ連合会が共催し、会場を盛り上
げました。
　「作品展示、体験コーナー」を始め、「リフォームファッショ
ンショー」においては、県内から約50人が出演し、タンスに眠っ
ていた着物やコートなどをお洒落に仕立て直し、自らモデルと
なりステージ上で披露しました。
　また、９団体が出演した「芸能交流ひろば」においては、コー
ラスや舞踊を披露し、会場を盛り上げました。
　会場からは、歓声もあがり多くの方で賑わいました。

宮坂流�友銭会　傘踊り

リフォームファッションのみなさん

6子育て相談　火～土曜日　８：15～17：00　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698

「みなさまへのご報告」
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�活動内容 　　話し相手、食事介助、窓拭きなど
�活動日時 　　事前連絡の上で調整します
�募集対象 　　一般、学生（小学５年生以上）

「軽費老人ホーム　和松園」
�活動内容 　　①お楽しみ教室のお手伝い

②話し相手、クラブ活動のお手伝い、掃除
�活動日時 　　①毎週木曜日　14:00～15:00

②随時　9:00～12:00　13:30～15:30
�募集対象 　　一般、学生（小学４年生以上）

「和松会デイサービスセンター」
�活動内容 　　レクリエーション活動の支援、話し相手など
�活動日時 　　月曜日～土曜日　10:00～12:00　13:30～15:30
�募集対象 　　一般、学生（小学４年生以上）

菊ボコ（菊川災害ボランティアコーディネーター）
　私たちの団体は、今年新人が７名加わって46名になりました。私たちの住む菊川市が地震や水害
などの災害に見舞われた時、県内外から応援に来てくれるボランティアの皆様を、社協の皆様と協
働でお世話する会です。万一の災害に備えて、毎年８月の最終土曜日に他のボランティアの皆様や
民生委員、一般市民の協力を得て災害ボランティア本部立
上げと運営訓練を行っています。
　日頃は災害についての研修、ボランティアの勉強会など、
定例会では何でも話し合える会です。消防署の普通救命講
習も毎年会の有志で受講しています。是非皆さんも訓練に
ご参加ください。�

�問合せ先�　ボランティアセンター　�☎３５－６３８５
写真撮影：おっ撮りカメラ隊

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

�日　　時�　　平成29年２月12日（日）１0：00～16：45
�会　　場�　　静岡県立大学大講堂ほか（静岡市駿河区谷田52-1）
�テ　ー　マ�　　想いをつなぐ新次代のボランティア～多くの窓が開いている！～
�内　　容 　　①基調講演「半ケツとゴミ拾い　一歩を踏み出す勇気」

　講師　荒川　祐二　氏（作家）
②テーマ別分科会（８分科会）
③全体会

�参�加�費 　　一般1,000円・高校生以下500円
�締�切�り 　　平成29年１月27日（金）※定員400名になり次第締め切り
�問合せ先 　　NPO法人�静岡県ボランティア協会　☎０５４－２５５－７３５７

募集要項・申込書は、社会福祉協議会窓口とボランティアセンターにあります。

第39回静岡県ボランティア研究集会の御案内

求むボランティアさん 問合せ先 
ボランティアセンター　☎３５－６３８５
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



�実施期間�　　平成29年１月５日（木）～１月31日（火）��������
�回収場所�　　菊川市社会福祉協議会窓口
　　　　　　（プラザけやき内）
�希望食品�　　�穀類（お米、麺類、小麦粉等）、保存食品（缶詰、

瓶詰め等）、インスタント食品、調味料、食用油、
飲料（ジュース、コーヒー、紅茶等）、ふりかけ、
お茶漬け、のり、ギフトパック（お歳暮、お中元）
など、常温で保存ができる物

（食べ物を寄贈する時の注意）
　①�生鮮食品の寄贈は受け付けておりません。
　②�賞味期限が1ヵ月以上ある食べ物を寄贈ください。
　③�原則未開封の食べ物を寄贈ください。
　④�お米、缶詰、パスタ、そうめん、防災食な
どが喜ばれます。

�問合せ先�　　菊川市社会福祉協議会
　　　　　　☎35—3724

　地域における福祉活動の支援を目的とし、市内の福祉的な課題に取り組んでいる当事者
組織や、ボランティア団体、市民活動団体、企業などに、共同募金の配分金を財源に助成
金を交付します。

○交付申請協議書の提出（１月）
　�助成を希望する団体は、平成29年１月20日（金）までに「交付申請協議書」をご提出
ください。
○助成金の内示（２月）
　審査会において協議し、助成金額を内示します。
○交付申請書の提出・交付決定（３月）

�問合せ・申込先�　　菊川市社会福祉協議会　☎35—3724　

2017 1 15 31

「フードドライブ」ってなに？
フードドライブとは、家庭に眠っている食品
を学校や職場、食品募集受付施設などに
集めて、フードバンクに寄付する食品寄付
運動のことです。
寄付していただいた食品は行政や社会福
祉協議会・支援団体を通じて食べる物がな
くて困っている方々にお渡しいたします。

福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

心配ごと相談
 日時 　�１月�４日（水）    ９：００～１２：００
　　　���１月16日（月）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　�１月�５日（木）１３：００～１６：００
　　　���１月20日（金）    ９：００～１２：００
 会場 　菊川市役所　小笠支所

結婚相談
 日時 　�１月�６日（金）１８：００～２１：００
　　　��（受付２０：００まで）
　　　���１月15日（日）９：００～１２：００
　　　��（受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　��※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　�１月16日（月）・23日（月）
　　　��１３：００～１６：００
 会場 　菊川児童館（プラザけやき２階）
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

�※奇数月の第１金曜日は女性専用日となります。

「フードドライブ」に御協力ください

平成29年度　地域福祉活動支援助成のご案内
参加者募集　各種事業

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


